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　　　　　　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　２１年　１１月　7日　(土)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　佐々木　美香　記録者　藤原　百合子
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	上野(厚)
	スバベイ
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	竹内
	清川
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	小笠原(香)

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	深
	公休
	準夜
	ＣＤ留守
	ＣＤ留守
	○
	○
	準夜
	深夜

	三浦
	佐々木
	川守田
	平間
	藤原
	田ノ上
	畑内
	高橋
	山地

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	○
	○
	○
	欠勤
	〇
	公休
	準夜
	ＣＤ留守
	Ａ留守

	上野(雅)
	石岡
	油津
	和田
	小笠原(麻)
	出貝
	横町
	前田
	板橋

	〇
	公休
	公休
	ＣＤ留守
	公休
	公休
	欠勤
	欠勤
	欠勤

	田中
	鈴木
	盛田
	山下
	天間
	庭田

	公休
	公休
	公休
	〇
	早退
	公休


出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

· 丸屋　庄司様～　１１月６日家族面談予定でしたが、昨日準夜帯にオムツを置いてす

ぐに帰られています。今後の家族対応としては、まず、背景をしっかりさせ、誰に連絡をとっていくのかを確定してから、その方と相談していく必要がある事、そのためにも、五戸の役場との調整、保護者である兄弟との調整をＳＷへ依頼しています。

· 11/13（金）15：30～4Ｆユーティリティーで食事サービス委員会を開催します。担当の方は、１ヵ月間の食事に対する意見・要望を取りまとめ、次回の出席予定者を決めて出席して下さい。
· 古川　徳一様～　１１月９日9：30　みちのく記念病院へ身体管理目的にて転院とな　

ります。退院時処方は２日分（病棟にあがっている定期薬の残薬）。紹介状は作成済みです。

＜ＳＳＴ評価・報告＞

Ａユニット…ウオーミングアップのしりとりでは、答えられない患者様に対し、参加者が助け舟を出すなど滞りなく進行しています。傾眠傾向の参加者へは適宜アプローチを行い、セッションに関心を寄せていただいています。

Ｂユニット…若松様の意見で、ウオーミングアップは２桁の足し算を行っています。皆様自分なりに考え答えること出来ています。

全体的に的はずれな発言や妄想発言聞かれず、スムーズに目標設定を行っています。

ＣＤユニット…全体的に活発に発言されています。穏やかな雰囲気で行う事出来ています。スタッフの介入により、目標設定をする事出来ています。

＜退院療養検討＞

古川　徳一様（８４）　アルツハイマー型認知症　合併症：肺がん・脳梗塞

・食事：洗面：更衣：移動：排泄→全介助

・睡眠：不良（入眠困難・中途覚醒あり）

・経管栄養中：メイバランス1.5　３Ｐ（1-1-1）＋白湯900ml（300 ml-300 ml-300 ml）

・左上下肢拘縮あり。

・要介護度５（有効期限：H23.9.30）

現在の状態

・精神面での不穏状態生じる事なく、身体的には寝たきり状態。

・経管栄養にて栄養管理中。マーゲンチューブの自己抜去や身体をかきむしる（特に陰部）行為有ることから、両手にミトン着用中。現在はマーゲンチューブの自己抜去はなし。

・平成１９年に岸原病院にて肺癌の診察受けるも、ＣＴ上癌所見なく経過観察中。

・認知機能全般にわたり低下しており、時折声掛けには応答する程度。

・時折発熱見られており、抗生剤投与・対症療法にて改善。

・主に仙骨部へ表皮剥離・褥瘡認め、アズクロ＋ラップ保護にて対応していた。

今後の治療・問題点

・家族の意向としては、身体的療養可能な環境下での治療を望まれていたため、今回転院の運びとなっている。

・高齢であり、栄養状態の悪化による身体症状（褥瘡発生・呼吸器系疾患の発症など）悪化のリスクが高い。







